
第
三
節　

杉
本
神
社

第
一
項　

構
造
形
式
と
沿
革

　

正
倉
東
北
の
極
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
一
間
社
、
春
日
造
、
本
瓦
葺
の
社
殿
で
、
南
面
し
て

建
つ
。
正
面
に
鳥
居
を
設
け
、
周
囲
を
玉
垣
（
瑞
垣
）
で
囲
む
。

　

正
倉
の
鎮
守
で
あ
り
、
現
在
、
開
閉
封
の
際
に
は
必
ず
参
拝
が
行
わ
れ
る
社
で
あ
る
が
、

そ
の
創
建
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
史
料
に
よ
る
と
建
久
期
（
一
一
九
〇
～
一
一
九

八
）
に
は
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
慶
長
期
に
は
「
蔵
王
権
現
」
を
祀
っ
て
お
り
、

慶
長
期
の
正
倉
開
封
及
び
修
理
に
伴
っ
て
造
替
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
注
一
）。
そ
の
後
、
元

禄
期
の
正
倉
開
封
・
修
理
に
際
し
て
も
造
替
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
史
料
か
ら
は
、
正

倉
の
修
理
に
伴
い
造
替
す
る
こ
と
を
習
わ
し
に
し
て
き
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
元
禄
期
も
そ

れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
（
注
二
）。
大
仏
殿
再
建
後
の
東
大
寺
境
内
図
に
は
「
正
倉
鎮
守
蔵
王

権
現
社
」
と
し
て
、
大
木
と
共
に
そ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
注
三
）。

　

現
在
の
社
殿
は
、
天
保
七
年
の
も
の
で
、
や
は
り
正
倉
の
修
理
に
伴
い
造
替
さ
れ
た
（
注
四
）。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
檜
皮
葺
と
し
て
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
現
状
は
春
日
造
に

は
珍
し
い
本
瓦
葺
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
二
年
正
倉
修
理
時
の
古
写
真
が
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
桟
瓦
葺
の
姿
で
写
っ
て
い
る
。
大
正
期
の
修
理
で
杉
本
神
社
の
造
替
は
行
わ
れ
ず
、
大
正

四
年
に
修
理
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
（
注
五
）。
こ
の
と
き
桟
瓦
葺
か
ら
本
瓦
葺
に
変
更
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
確
実
な
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
（
注
六
）。
ま
た
、
当
初
檜
皮
葺
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
桟
瓦
葺
に
な
っ
た
時
期
も
現
状
か
ら
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
注
七
）。

　

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
、
鳥
居
と
玉
垣
の
修
理
が
行
わ
れ
た
記
録
が
残
っ
て

い
る
が
、
こ
の
記
録
か
ら
社
殿
は
修
理
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
（
注
八
）。

　

今
回
の
正
倉
修
理
に
伴
い
、
杉
本
神
社
は
、
屋
根
葺
替
と
塗
装
の
塗
り
直
し
を
行
い
、
面

目
を
一
新
し
た
。
ま
た
、
鳥
居
並
び
に
玉
垣
は
建
て
替
え
た
（
金
物
一
部
再
用
）。

図285　杉本神社南立面図 図284　杉本神社平面図
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れ
な
か
っ
た
の
で
、
再
用
で
き
る
瓦
は
で
き
る
だ
け
再
用
し
、
旧
状
の
通
り
に
復
旧
し
た
。

（
二
）
材　

料

　

再
用
瓦
・
補
足
瓦
に
つ
い
て
は
、
正
倉
の
屋
根
工
事
に
準
じ
た
。
丸
瓦
及
び
棟
積
の
葺
土

に
は
防
水
剤
・
硬
化
遅
延
剤
・
不
凍
液
配
合
の
既
製
品
（
シ
ル
ガ
ー
ド
（
黒
））
を
用
い
た
。

（
三
）
土
居
葺

　

野
地
の
上
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を
敷
き
込
ん
だ
。

（
四
）
工　

法

　

平
葺
は
、
乾
式
工
法
（
空
葺
）
と
し
、
正
倉
の
屋
根
工
事
に
準
じ
た
。

六
　
塗
装
工
事

（
一
）
計　

画

　

社
殿
の
外
部
及
び
扉
の
表
裏
は
、
全
体
に
塗
装
さ
れ
て
い
た
の
で
、
一
旦
す
べ
て
掻
き
落

と
し
て
、
塗
り
直
し
た
。
塗
り
直
し
に
は
、
科
学
的
分
析
に
よ
り
修
理
前
の
材
料
を
特
定
し
、

そ
の
上
で
改
め
て
塗
装
材
料
を
選
定
し
た
。
科
学
的
分
析
の
結
果
は
、
赤
色
系
は
鉛
丹
、
黄

色
系
は
石
黄
、
白
色
系
は
胡
粉
、
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
修
理
で
、
垂
木
鼻
先
の
上
ま
で
黄
色
系
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
調
整
丹
に
、
脇
障
子
竹

の
節
が
赤
色
系
で
あ
っ
た
の
を
、
墨
塗
に
改
め
た
。

（
二
）
材　

料

　

赤
色
系
の
部
分
は
、
少
し
彩
度
を
落
と
す
た
め
に
調
整
丹
と
し
、
鉛
丹
一
〇
〇
に
対
し
て

一
の
割
合
で
弁
柄
を
混
ぜ
た
も
の
を
使
用
し
た
。
黄
色
系
の
部
分
に
は
石
黄
は
入
手
が
困
難

な
た
め
黄
土
を
、
白
色
系
の
部
分
に
は
胡
粉
を
、
黒
色
系
に
は
松
煙
墨
を
用
い
た
。
溶
剤
に

は
、
膠
を
用
い
た
。

（
三
）
掻
き
落
と
し

　

素
地
を
傷
め
な
い
よ
う
に
鉄
ヘ
ラ
な
ど
で
丁
寧
に
掻
き
落
と
し
た
。

（
四
）
塗　

装

　

礬
水
引
き
に
よ
る
下
地
処
理
の
後
、
各
色
と
も
刷
毛
に
よ
り
下
塗
及
び
上
塗
を
行
っ
た
。

第
二
項　

実
施
仕
様

一
　
仮
設
工
事

　

単
管
に
よ
る
素
屋
根
を
設
け
た
。
使
用
材
料
や
工
法
は
、
正
倉
の
仮
設
工
事
に
準
じ
た
。

二
　
解
体
工
事

　

社
殿
は
、
屋
根
の
瓦
と
野
地
板
の
す
べ
て
と
野
垂
木
の
一
部
ま
で
を
解
体
し
た
。
鳥
居
は
、

基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
で
解
体
し
、
玉
垣
も
す
べ
て
を
解
体
し
た
。
注
意
事
項
は
、
す
べ

て
正
倉
の
解
体
工
事
に
準
じ
た
が
、
鳥
居
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
解
体
時
に
は
、
奈
良
県
埋

蔵
文
化
財
担
当
者
の
立
ち
会
い
を
依
頼
し
、
遺
構
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
行
っ
た
。

三
　
基
礎
工
事

（
一
）
計　

画

　

鳥
居
の
基
礎
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
た
。

（
二
）
材　

料

　

普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
た
。

（
三
）
工　

法

　

型
枠
を
組
み
、
ス
リ
ー
ブ
管
に
よ
っ
て
鳥
居
の
柱
部
分
を
空
け
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

し
た
。
養
生
期
間
を
経
た
後
、
型
枠
を
解
体
し
、
周
辺
を
埋
め
戻
し
た
。

四
　
木
工
事

　

破
損
し
て
い
る
部
材
は
同
材
種
で
取
り
替
え
あ
る
い
は
繕
い
を
行
っ
た
。
特
に
地
面
に
接

す
る
鳥
居
や
玉
垣
の
足
下
に
は
、
防
腐
処
理
を
行
っ
た
。
材
料
・
工
法
は
、
す
べ
て
正
倉
の

木
工
事
に
準
じ
た
。
防
腐
剤
に
は
、
キ
シ
ラ
モ
ン
ト
ラ
ッ
ド
を
使
用
し
た
。

五
　
屋
根
工
事

（
一
）
計　

画

　

社
殿
は
本
瓦
葺
で
あ
っ
た
。
屋
根
は
取
解
く
前
に
破
損
調
査
を
行
い
、
各
瓦
の
年
代
、
形

状
、
寸
法
、
葺
足
、
瓦
割
り
等
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
特
に
変
更
さ
れ
た
痕
跡
は
認
め
ら
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図292　杉本神社竣工正側面（東南面）

図290　本瓦葺正面螻羽の納まり（組立中）

図291　調整丹の湯煎

図289　野垂木の状況

図288　野地板の状況

図286　丸瓦解体後の状況

図287　平瓦解体後の状況
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第
三
項　

調
査
事
項

一
　
破
損
状
況

（
一
）
環　

境

　

杉
本
神
社
の
脇
に
は
、
正
倉
の
修
理
前
ま
で
杉
の
大
木
が
あ
り
、
さ
ら
に
正
倉
の
北
側
で

も
あ
り
、
日
当
た
り
の
悪
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
背
後
に
も
樹
木
が
茂
り
、
常
に
湿
気

の
高
い
状
態
で
あ
っ
た
。

（
二
）
軸　

部

　

土
台
に
少
し
腐
れ
が
入
っ
て
い
た
り
、
仕
口
部
分
で
幾
分
緩
み
が
あ
っ
た
も
の
の
、
全
体

的
に
は
健
全
で
、
特
に
顕
著
な
破
損
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
三
）
屋　

根

　

瓦
は
、
表
面
が
湿
気
の
た
め
に
緑
色
に
変
色
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
葺
土
に
は
粘
り

が
な
く
な
り
、
瓦
葺
は
ず
れ
を
生
じ
、
棟
に
は
脱
落
し
た
瓦
も
あ
っ
た
。
降
棟
の
獅
子
口
は

傾
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
留
蓋
も
欠
失
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
屋
根
は
全
面
的
に

葺
替
時
期
に
来
て
い
た
が
、
雨
漏
り
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。

　

土
居
葺
は
、
機
械
割
の
扮
板
を
鉄
釘
で
止
め
て
い
た
が
、
釘
が
錆
び
て
し
ま
っ
て
い
た
。

（
四
）
塗　

装

　

赤
色
塗
料
や
黄
色
塗
料
は
、
色
が
ぼ
け
て
き
て
お
り
、
全
体
的
に
白
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。
ま
た
、
剥
離
が
始
ま
っ
て
お
り
、
部
分
的
に
は
素
地
が
見
え
て
い
た
。

（
六
）
金　

具

　

六
葉
や
唄
は
、
表
面
に
は
錆
が
出
て
き
て
い
た
が
、
欠
失
し
て
い
る
部
分
は
な
か
っ
た
。

（
七
）
鳥
居
・
玉
垣

　

鳥
居
は
、
木
部
が
腐
り
始
め
て
お
り
、
笠
木
は
す
で
に
断
面
形
状
に
変
形
を
来
し
て
い
た
。

　

玉
垣
は
、
控
え
が
掘
っ
立
て
の
た
め
腐
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

図293　杉本神社修理前正側面（西南面）　

図294　杉本神社修理前周辺の環境

図295　杉伐採直後の屋根の状況

図296　土居葺の破損状況
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二
　
形
式
技
法
と
変
遷

（
一
）
平
面
計
画

　

杉
本
神
社
は
、
慶
長
期
か
ら
正
倉
の
大
き
な
修
理
の
際
に
造
替
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
が
、
元
禄
期
と
天
保
期
の
史
料
か
ら
そ
の
寸
法
が
わ
か
る
の
で
記
載
し
て
お
く
。

　

元
禄
期　

桁
行
三
尺
五
寸　

庇
三
尺
二
寸　

梁
間
三
尺
九
寸　

軒
高
七
尺
一
寸

　

天
保
期　

桁
行
（
庇
を
含
む
）
六
尺
六
寸　

梁
間
三
尺
九
寸

　

比
較
す
る
ま
で
も
な
く
、
同
じ
大
き
さ
で
造
替
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
禄
期
に
は
柱

の
太
さ
ま
で
記
載
が
あ
り
、
四
寸
四
分
と
あ
る
。
現
状
は
天
保
期
の
建
物
で
あ
る
か
ら
そ
れ

を
測
る
と
一
三
〇
㎜
で
あ
り
、
現
行
尺
で
換
算
す
る
と
四
寸
三
分
と
な
り
、
や
は
り
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。　

（
二
）
基　

礎

　

三
笠
山
安
山
岩
（
両
輝
石
安
山
岩
）
に
よ
る
間
地
石
を
一
段
並
べ
、
基
壇
状
の
台
を
つ
く

る
。
そ
こ
に
花
崗
岩
の
切
石
を
布
石
に
並
べ
、
礎
石
と
す
る
。
礎
石
の
周
囲
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
洗
い
出
し
と
な
っ
て
お
り
、
大
正
期
の
仕
事
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
軸
部
・
柱
間
装
置

　

土
台
を
回
し
、
そ
の
上
に
柱
を
立
て
る
。
柱
は
、
身
舎
が
円
柱
、
庇
が
面
取
り
の
角
柱
と

な
る
。
角
柱
は
一
〇
六
㎜
角
で
、
八
㎜
の
面
を
取
る
。
身
舎
は
、
腰
長
押
と
内
法
長
押
で
固

め
る
。
す
べ
て
天
保
期
の
ま
ま
で
あ
る
。
身
舎
は
柱
間
は
正
面
が
両
開
き
の
板
戸
、
そ
の
ほ

か
は
板
壁
で
、
正
面
以
外
は
横
板
を
柱
に
突
い
た
溝
に
嵌
め
込
み
と
す
る
。
小
屋
裏
の
天
井

板
の
目
板
に
胡
粉
塗
装
の
残
る
旧
壁
板
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
壁
板
は
、
大
正

修
理
の
際
に
取
り
替
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
板
戸
は
現
在
、
竪
閂
に
箱
錠
で
戸
締
ま

り
さ
れ
て
い
る
が
、
板
戸
内
側
に
猿
の
痕
跡
が
あ
り
、
こ
れ
が
当
初
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
軒
廻
り

　

庇
は
、
柱
の
上
に
舟
肘
木
を
載
せ
、
桁
を
受
け
る
。
舟
肘
木
に
は
虹
梁
を
組
み
、
身
舎
柱

と
繋
ぐ
。
身
舎
も
柱
上
に
舟
肘
木
を
載
せ
、
桁
を
受
け
る
。
化
粧
垂
木
は
繁
垂
木
に
配
し
、

図297　裏甲天端の状況　

図298　庇の肘木と桁

図299　化粧裏板墨書「正倉院御用木」

図300　縁を支える持送りの絵様
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化
粧
裏
板
を
流
し
板
に
打
つ
。
垂
木
先
に
茅
負
を
打
ち
、
裏
甲
を
載
せ
る
。
裏
甲
は
、
和
釘

の
痕
跡
が
あ
り
、
洋
釘
に
て
打
ち
直
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
上
端
に
竹
釘
の
跡
な
ど
が
な
い
の

で
、
天
保
期
当
初
か
ら
瓦
葺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
小
屋
組

　

小
屋
組
は
、
身
舎
の
桁
上
に
片
蓋
の
化
粧
扠
首
と
扠
首
束
を
立
て
、
や
は
り
片
蓋
の
斗
を

置
き
、
桁
行
方
向
に
肘
木
を
組
み
、
化
粧
棟
木
を
載
せ
る
。
こ
の
棟
木
の
横
に
野
垂
木
が
釘

止
め
さ
れ
る
。
棟
木
の
上
に
は
丸
太
材
の
野
棟
木
を
置
き
、
さ
ら
に
野
垂
木
を
打
つ
。
こ
の

野
棟
木
は
化
粧
棟
木
と
鎹
で
止
め
ら
れ
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
宙
に
浮
い
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

庇
は
、
化
粧
野
地
の
上
に
土
居
桁
を
一
筋
置
き
、
野
垂
木
は
裏
甲
と
こ
の
土
居
桁
に
渡
し
釘

止
め
し
て
い
た
が
、
妻
の
奥
は
浮
い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

（
六
）
野　

地

　

土
居
葺
と
野
地
板
は
前
回
の
修
理
に
よ
る
も
の
で
、
洋
釘
止
め
で
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和
期

の
材
料
と
思
わ
れ
る
。
土
居
葺
は
、
厚
さ
二
㎜
ほ
ど
の
機
械
割
の
扮
板
で
あ
っ
た
。

　

野
垂
木
は
止
直
し
に
洋
釘
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
元
は
和
釘
で
止
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
天
保
期
当
初
の
部
材
で
あ
る
と
判
断
で
き
た
。
庇
部
の
土
居
桁
を
外
し
た
と
こ
ろ
、

化
粧
野
地
の
上
は
汚
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
保
期
に
建
造
さ
れ
て
以
後
、
外
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
墨
書
の
あ
る
木
片
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
建
立
年
代

が
わ
か
っ
た
。

（
七
）
屋　

根

　

春
日
造
に
は
珍
し
い
本
瓦
葺
と
な
る
。
軒
平
瓦
は
興
福
寺
式
の
瓦
当
文
様
を
持
ち
、
軒
丸

瓦
は
菊
文
と
す
る
。
大
棟
は
菊
丸
瓦
を
真
ん
中
に
挟
み
、
割
熨
斗
瓦
六
段
積
、
肌
熨
斗
瓦
二

段
積
、
降
棟
は
割
熨
斗
瓦
四
段
積
と
な
り
、
ど
ち
ら
も
獅
子
口
に
経
の
巻
で
納
め
る
。
瓦
は

べ
た
葺
き
で
、
葺
土
を
厚
く
置
い
て
屋
根
の
形
を
整
え
て
い
た
。

（
八
）
縁
廻
り

　

正
面
木
階
七
級
。
周
囲
に
は
縁
を
巡
ら
せ
刎
高
欄
を
配
し
、
奥
に
は
脇
障
子
を
設
け
る
。

三
　
科
学
的
分
析

（
一
）
塗
装
材
料

　

杉
本
神
社
に
は
赤
、
白
、
黄
の
塗
装
材
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
修
理
に
先
立
ち
、
そ
の

材
料
を
確
認
す
る
た
め
、
Ｘ
線
回
折
及
び
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
実
施
し
た
（
注
九
）。

（
二
）
分
析
結
果

イ　

赤
色
色
料

　

Ｘ
線
回
折
に
よ
り
、
四
酸
化
三
鉛
（Pb

3 O
4

）
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
元
素
と
し
て
は
蛍
光

Ｘ
線
分
析
に
よ
り
鉛
（
Pb
）
と
微
量
の
亜
鉛
（
Zn
）、
銅
（
Cu
）、
鉄
（
Fe
）、
チ
タ
ン
（
Ti
）、

カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ca
）、
塩
素
（
Cl
）、
ケ
イ
素
（
Si
）
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
赤
色
色
料
と
し
て
鉛
丹
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ロ　

白
色
色
料

　

Ｘ
線
回
折
に
よ
り
、
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
二
水
和
物
（CaSO

4

・2H
2 O

）
と
石
英
（SiO

2

）

が
検
出
さ
れ
、
ま
た
元
素
と
し
て
は
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
り
亜
鉛
（
Zn
）、
チ
タ
ン
（
Ti
）、

カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ca
）
と
微
量
の
鉛
（
Pb
）、
鉄
（
Fe
）、
イ
オ
ウ
（
S
）、
ケ
イ
素
（
Si
）
な

ど
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
白
色
色
料
と
し
て
は
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
二
水
和
塩

が
確
認
で
き
、
ま
た
チ
タ
ン
ホ
ワ
イ
ト
の
存
在
が
推
定
で
き
る
。
な
お
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
層
を
な
す
の
か
、
あ
る
い
は
同
じ
層
で
混
合
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。

ハ　

黄
色
色
料

　

Ｘ
線
回
折
に
よ
り
、
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
二
水
和
物
（CaSO

4

・2H
2 O

）
と
石
英
（SiO

2

）

が
検
出
さ
れ
、
ま
た
元
素
と
し
て
は
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
り
鉛
（
Pb
）、
砒
素
（
As
）
と
少

量
か
ら
微
量
の
亜
鉛
（
Zn
）、
鉄
（
Fe
）、
チ
タ
ン
（
Ti
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ca
）、
カ
リ
ウ
ム

（
K
）、
塩
素
（
Cl
）、
イ
オ
ウ
（
S
）、
ケ
イ
素
（
Si
）
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
砒
素

（
As
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
黄
色
の
色
料
と
し
て
は
石
黄
（A

s2 S
3

）
が
考
え
ら

れ
る
。
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注
一　
〔
三
倉
日
記
〕（
一
四
一
部
四
五
八
号
）　

○
東
大
寺
図
書
館

　
　
　
（
表
紙
）

　
　
　
「　
　
　

元
禄
二
年　
　

四
聖
坊

　
　
　
　

三
倉
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
（
前
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
上
覚

　
　
　

一
、
慶
長
八
卯
年　

東
照
権
現
様
ゟ
南
都
東
大
寺
三
倉

　
　
　
　
　

御
開
封
被
為　

仰
付
候
時
分
鎮
守
蔵
王
権
現
之
社
も
御

　
　
　
　
　

造
営
被
為　

仰
付
候

　
　
　

一
、
同
所
八
幡
宮
神
主
上
司
式
部
方
之
遷
宮
記
録

　
　
　
　
　

吟
味
仕
候
処
慶
長
八
年
鎮
守
社
御
造
営
被
為　

仰
付
候

　
　
　
　
　

則
遷
宮
料
米
十
四
石
五
斗
余
大
久
保
十
兵
衛
殿

　
　
　
　
　

ゟ
御
渡
拝
領
仕
候
由
右
之
記
録
ニ
相
見
ヘ
申
候

　
　
　

一
、
寛
文
六
午
年　

厳
有
院
様
ゟ
三
倉
御
開
封
被
為　

仰
付
候

　
　
　
　
　

時
分
ハ
御
倉
損
シ
不
申
候
付
御
修
復
無
御
座
候
鎮
守
社
も

　
　
　
　
　

御
造
営
無
御
座
候
御
倉
御
修
復
之
時
者
必
鎮
守
社

　
　
　
　
　

御
造
営
被
為　

仰
付
候
古
法
ニ
而
御
座
候
且
慶
八
年
ニ
御

　
　
　
　
　

造
営
被
為　

仰
付
候
鎮
守
社
及
破
損
候
故
寺
中
ゟ
下
遷

　
　
　
　
　

宮
ニ
仕
置
其
後
も
破
壊
之
時
分
ハ
右
之
通
ニ
仕
成
リ
候
儀
ニ

　
　
　
　
　

御
座
候
此
度
三
倉
御
修
復
被
為　

仰
付
候
儀
ニ
御
座
候
間
古

　
　
　
　
　

例
之
通
鎮
守
社
御
造
営
被
為　

仰
付
候
様
ニ
寺
中
奉
願
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
寺
役
者

　
　
　
　
　
　
　

元
禄
六
年
酉
六
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
性
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
預
五
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
聖
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
村
八
郎
兵
衛
殿

注
二　

東
大
寺
薬
師
院
文
書
な
ど
に
記
録
が
見
ら
れ
る
。

注
三　

江
戸
時
代
初
期
、
大
仏
殿
再
建
後
と
思
わ
れ
る
東
大
寺
境
内
図
が
四
枚
、
東
大
寺
に
伝
わ

る
が
、
社
殿
は
そ
れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
古
い
、
大
仏
殿
再
建
直
後
と
思

わ
れ
る
絵
図
に
は
「
三
倉
鎮
守
蔵
王
権
現
社
」
と
記
す
。

注
四　

今
回
の
修
理
に
伴
う
解
体
で
見
つ
か
っ
た
木
片
に
墨
書
が
あ
り
、
建
立
年
代
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
正
倉
の
天
保
修
理
を
記
し
た
中
井
家
文
書
の
「
南
都
東
大
寺
正
倉
院
絵
図
」（
図
233

及
び
図
版
写
真
242
参
照
）
に
も
、
社
殿
の
図
の
脇
に
「
鎮
守
社
新
造
」
の
朱
書
が
あ
り
、

正
倉
修
理
に
伴
い
社
殿
が
新
し
く
さ
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
図
に
は
、
桁
行
六
尺

六
寸
、
梁
間
正
面
三
尺
九
寸
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
建
物
の
実
測
寸
法
（
桁
行
六
・

六
三
尺
、
梁
間
四
・
〇
五
尺
）
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
ま
た
一
連
の
絵
図
に
、「
正
倉
院
御

宮
屋
根
之
図
」
と
い
う
屋
根
面
積
を
調
べ
た
図
が
あ
り
、
そ
の
図
に
は
檜
皮
葺
の
仕
様

が
見
ら
れ
る
。

注
五　

大
正
四
年
の
棟
札
が
社
殿
内
部
東
北
隅
の
柱
に
釘
止
め
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
造
替
で
は
な
く
、
鳥
居
や
瑞
垣
と
共
に
「
修
理
」
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

注
六　

岡
本
家
文
書
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
）
の
「
大
正
二
年
正
倉
院
構
内
宝
庫
鎮
守
杉

本
社
修
繕
工
事
費
概
算
調
」
に
あ
る
仕
様
に
は
、「
一
家
根
瓦
京
都
大
仏
特
製
両
面
磨
キ
瓦

百
枚
モ
ノ
ヲ
以
テ
／
軒
唐
草
軒
巴
破
風
廻
リ
ハ
銅
線
及
銅
釘
ニ
テ
丁
寧
ニ
土
葺
（
後
略
）」

と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
は
、
軒
平
瓦
（
軒
唐
草
）
と
軒
丸
瓦
（
軒
巴
）
が
使
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
本
瓦
葺
の
仕
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
す
れ

ば
大
正
四
年
の
修
理
で
瓦
葺
が
本
瓦
葺
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
仕
様
は
、

現
状
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
確
実
で
は
な
い
。

注
七　

調
査
事
項
で
述
べ
る
が
、
現
状
の
裏
甲
は
和
釘
止
め
の
痕
跡
が
あ
り
、
天
保
期
の
材
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
裏
甲
天
端
に
檜
皮
葺
の
軒
付
痕
跡
が
見
い
だ
せ
な
い
。

注
八　

宮
内
庁
京
都
事
務
所
所
蔵
文
書
に
よ
る
。

注
九　

第
三
章
第
二
節
第
四
項
参
照
。
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第
四
節　

消
火
栓
配
管
工
事

　

正
倉
整
備
の
周
辺
外
構
工
事
に
伴
い
、
古
い
消
火
栓
配
管
及
び
消
火
栓
並
び
に
放
水
銃
の

交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
掘
削
を
伴
う
作
業
の
た
め
、
今
回
の
外
構
工
事
と
同
時
進
行
さ
せ

る
方
が
効
率
が
よ
い
、
と
の
判
断
か
ら
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
消
火
栓
配
管
工
事
は
、
二
〇

一
五
年
以
降
、
貯
水
槽
か
ら
正
倉
院
の
敷
地
ま
で
の
配
管
交
換
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

水
道
管
は
、
昭
和
十
二
年
に
設
置
さ
れ
た
鋳
鉄
管
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
（
径
二
〇
〇
Ａ
）
に
交
換
し
た
。 

　

消
火
栓
も
、
昭
和
十
二
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
正
倉
の
四
隅
に
設
置
さ
れ
て
い
た
四

基
を
す
べ
て
取
り
替
え
た
。
地
上
式
単
口
、
径
八
〇
Ａ
×
径
六
五
Ａ
と
し
た
。 

　

放
水
銃
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
増
設
さ
れ
た
も
の
で
、
消
火
栓
の
際
に
設
置
さ
れ
て
い
た

四
基
を
や
は
り
す
べ
て
取
り
替
え
た
。
ギ
ヤ
式
、
径
八
〇
Ａ
×
径
六
五
Ａ
と
し
た
。 

図302　新規ポリエチレン管と切り離した既存管

図301　昭和十二年に設置された消火栓配管

図304　放水銃の送水試験

図303　掘削と配管撤去後（奥）の状況
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